
低山地の林縁や道ばた等にみられる小低木であるが、若い枝は緑色であるため常緑の草本のように見え
る。ふつう高さ30-90cm。葉は3小葉、葉柄には狭い翼があり、長さ4-12cm、表面には光沢があり、裏面は

やや白色を帯びる。花期は8-10月。花は黄白色または緑白色、長さ約7mm。花弁はやや厚質で、脈が明ら

か、翼弁は他より短く、約5mm。

現存が確認されているのは3ヶ所ほどである。2020年版でBランクからAランクに変更した。

生育地である林縁環境の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要
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観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

阪神、東播磨、西播磨、丹波、淡路

■ 国内分布

本州（関東以西）、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

マメ科

兵庫県ランク…ミソナオシ
環境省ランク… －


